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1 はじめに
麦類は、ダイレクトカット調製が可能な数少ない飼料

作物であり、飼料イネ専用ベーラの稼働率向上に有効な

作物である。しかし、北東北への麦類の導入は、夏作の

導入を困難にし収量的に大きな損失をもたらす。そこで、

麦類のみでトウモロコシ並の収量を達成することを目的

に、麦類の2期作による多収穫体系を組み立てた。

2 試験方法
試験 I:春播きと夏播きに適した品種と播種期を大ま
かに選定するため、エンパク 17品種、ライコムギ 1品

種を個体植えし (1本 /o161n2、 22個体/1品種)、
基本形質に及ぼす播種期の影響を検討した。

試験Ⅱ:春播き栽培の最適品種とその収穫適期を明ら

かにするため、試験 Iで選定した 6品種を4月 1日 に播

種し、収量と飼料成分の経時変化を調査した (1区面積

8m24反 復)。
試験Ⅲ :夏播き栽培の最適品種とその播種適期、収穫

適期および適播種量を明らかにするため、試験 Iで選定

した 2品種を供試し、播種期を7月 16日 と7月 26日 の

2水準、播種量を8 kgと 12kg/10aの 2水準 (散幡)
として、乾物収量と飼料成分の経時的推移を調査した(1

区面積 225m2、 3反復)。

3 試験結果
(1)試験 I:表 1に基本形質と播種期との関係を示
した。 7月 下旬の草丈と個体重から判断して、エンバク

のヘイオーツ、改良グレイオーツ、前進、大豊、クィー

ンエンパク、およびライコムギのライダックスを春播き

有望品種として選定した。いずれの品種も、播種期の遅

延は個体重を著しく低下させたことから、雪解け後は、

可能な限り早播きする必要があると判断した。夏播き栽

培では、冠サビ病の発生程度に品種間差がみられ、サビ

ツヨシを除く極早生～早生品種、ヒムカ、前進、アムリ

Ⅱおよび大豊は、罹病が甚だしく不適と判断した。また、

ニューオールマイティー、改良グレイオーツおよびクィ

ーンエンバクは、レッドリーフ病の発生程度が高く (デ

ータ略)不適と判断した。ヘイオーツ、ニューオーツお
よび乾燥えん麦は、10月 下旬における草丈が高く、病

気もほとんど発生しなかったことから、有望品種と判断

した。ただし、この 3品種は形態や出穂特性から同一品

種と判断したので、収量試験用にはヘイオーツのみを選

定した。また、ライコムギのライダックスは、病気の発

生が全くみられなかったため、収量試験に供試すること

とした。選定したヘイオーツとライダックスに関して、

7月 25日 以降の機種期の遅延は、草丈を顕著に低下さ

せたことから、夏播き栽培における播種は7月 中に行う

必要があると判断した。

(2)試験Ⅱ:表 2に乾物収量等の結果を示した。ク
イーンエンバク、ヘイオーツおよびライダックスは、 7
月上～中旬にダイレクトカット収穫が可能な乾物率 25

%に達した。ヘイオーツを除けば、乾物収量の品種間差

は小さく、7月 上旬以降は 1llXlkg/111a以 上の乾物収量

が得られた。耐倒伏性は、ヘイオーツと大豊が31iく 、改

良グレーオーツ、と前進が強かった。

(3)試験Ⅲ :表 3～ 5に乾物収量等の結果を示した。
いずれの品種も播種量の違いは乾物収量に影響しなかっ

た。ヘイオーツは早期に倒伏して生育が停滞したため、11

月以降の乾物収量はライダックの方がヘイオーツより高

かった。ライダックスの乾物率が 25%を超えたのは、
7月 16日播種区では 11月 12日 収穫時、 7月 25日 播種

区では 11月 22日 収穫時で、両収穫時における乾物収量

は各々 llll12kg/1oaと 1122kg/1oa、 つ N含量は 540%と
591%であった。硝酸態N含量は、品種や播種期にかか
わらず 11月以降の収穫では危険水準の o2%を 上回る
ことはなかった。

4 考察
試験Ⅱの結果から、春播き栽培用品種としてはクィ

ーンエンバクとライダックが有望であり、その作期は4

月上旬播種、 7月 中旬収穫が最適と考えられる。また、

試験Ⅲの結果から、夏播き栽培用品種としては、ライダ

ックスが有望であり、その作期は7月 下旬播種、播種適

量は秋播きと同じ8 kg/10a、 収穫適期は 11月 中～下旬

と考えられる。これら、春播き栽培と夏播き栽培を組み

合わせれば、麦類のみで、年間 2200kg/1oa程 度の乾物

収量が得られると考えられる。

5 まとめ
クィーンエンパクまたはライダックの4月 上旬播種

-7月 中旬収穫とライダックスの7月 下旬播種-11月
中旬収穫を組み合わせれば、東北地域において、ダィレ

ク トカ ット調製できる乾物率 25%以上の麦類を
2200kg/10a程 度収穫できることが明らかとなった。
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春播きでは、全品種、全播種期において冠サビ病の発生はみられなかつた

下線+太字は試験 I、 皿に供試した品種
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7月 10日 ライタツクス   045  581  708  790  725 1002
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7月 26日 ライタックス            168  170  144  138  128  117                 01   02   01   01   00   00
ヘイオーツ             124  117  110  123  124  118                 02   03   01   00   01   00
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